
呑川合流改善貯留施設
貯留管設置工事に関する

工事説明会

大田区 都市基盤整備部
建設工事課

令和６年７月25日（木）

令和６年７月28日（日）

令和６年８月１日（木）

令和６年８月３日（土）
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説明内容

1. 合流改善事業の概要

2. 貯留管設置工事について

3. 今後の予定
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１．合流改善事業の概要
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合流式下水道とは（晴天時）

水再生
センターへ

都市河川
（呑川など）

雨水管

雨水吐口

汚水管

堰(せき)

「合流式下水道」について説明いたします。
「合流式下水道」では、「汚水」と「雨水」を１本の下水道管で流しています。
23区内の約8割は、この「合流式下水道」で整備されており、呑川流域についても
「合流式下水道」で整備されています。
晴天時は家庭から出た汚水が下水道管を通って水再生センターへと送られ、処理されています。
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合流式下水道とは（弱い雨の時）

水再生
センターへ

都市河川
（呑川など）

雨水管

雨水吐口

汚水管

堰(せき)

次に弱い雨の日のケースです。
弱い雨の日も、家庭から出た汚水と雨水は、下水道管を通って水再生センターへ送られ、
処理されています。

5





森ケ崎
水再生センター

Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅

京急蒲田駅多摩川

東調布公園

●吐口：20箇所

呑川の吐口

本事業施工範囲の雨水吐口は、赤の範囲に20箇所設置されています。 7



呑川の水質悪化メカニズム

汚濁物
の堆積

中
原
街
道

国
道
１
号

Ｊ
Ｒ

京
浜
東
北
線

京
急
線

東
京
湾

（
海
老
取
運
河
）

雨水吐口 出水直後

降雨初期の
特に汚れた下水

上流側 下流側水の流れ

雨の降り始めの特に汚れた下水が吐口から呑川に流れていきます。このときに、汚濁物が
堆積します。これらの現象は、呑川へ下水が放流中もしくは直後に見られます。
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森ケ崎
水再生センター

ＪＲ蒲田駅
京急蒲田駅

多摩川

東調布公園

●吐口：20箇所

呑川のスカム発生範囲

スカムが頻繁に発生する範囲は、吐口付近ではなく、勾配が緩く水深が深くなるJR線や
京急線付近の範囲になります。

写真はJR橋より少し下流の御成橋付近での写真になります。
このようなスカムの発生は春から秋の温かい季節にかけて、頻繁に見られます。 10

スカムが頻繁に
発生する範囲



新しい下水道管を整備して、
降雨初期の特に汚れた下水を貯留します

事業の目的

雨天時に合流式下水道から河川などに放流される

汚濁負荷量を削減し、呑川の水質を改善します

※汚濁負荷量：河川の汚れの原因となる物質の量

本事業の目的は、浸水対策ではなく

「呑川の水質を改善」するための事業です。
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貯留施設の整備

堰(せき)

水再生
センターへ

都市河川
（呑川など）

雨水管

雨水吐口

汚水管 取水
マンホール

貯留管

呑川の水質の悪化を軽減させるために、現在強い雨の日に呑川に放流されている
「雨の降り始めの、特に汚れた下水」を貯留する施設（貯留管）を整備します 12





世田谷区

大田区

左岸･右岸ルート（青）
・管径：内径3.0m
・延長：約3.3km

【今回工事】
右岸上流ルート
・管径：内径2.4m
・延長：約2km

左岸上流ルート（緑）
・管径：内径2.4m
・延長：約850m

合流改善貯留管の整備計画

作業用地(発進立坑)
大田区立東調布公園

貯留管全体の貯留量は、
約38,000ｍ3

雪谷中学校

石川台中学校

取水位置(施工)
取水位置(計画)
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取水マンホールの整備内容

取水マンホール②
大田区石川町二丁目25番先
・直径：内径1.4m
・深さ：約15m

マンホール
設置箇所

マンホール
設置箇所取水設置位置

シールド路線

呑川

大田区

目黒区

世田谷区

取水マンホール①
(シールド機到達箇所)
大田区石川町

二丁目16番先
・直径：内径2.4m
・深さ：約22m
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世田谷区

大田区

：土質調査箇所

本工事のために実施した土質調査箇所
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17

想定断面図石川町二
丁目付近

中原街道 池上線 東調布公園
作業用地

約20ｍ～34ｍ

17



2．貯留管設置工事について
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①工事概要

②工事のスケジュール

③事業の進捗状況

④今後の工事内容

⑤安全・安心な施工に関する取り組み

⑥家屋調査・井戸調査

2．貯留管設置工事について
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①工事概要

受注者 ：大成・佐々木・栄伸道路建設工事共同企業体

契約工期 ：令和5年9月26日～令和9年7月7日

貯留管延長 ：約2km

貯留管断面 ：内径2.4ｍ

貯留管深度 ：約20ｍ～35ｍ

掘削工法 ：シールド工法

取水マンホール①：深さ約22m、内径約2.4m

取水マンホール②：深さ約15m、内径約1.4m
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①工事概要（平面図・断面図）

取
水
マ
ン
ホ
ー
ル
①

シールドマシン

深さ
約20～35ｍ

道路

発進立坑(既設)

取水マンホール①

東調布公園

大田区石川町
2丁目16付近

シールド掘進方向

路線延長：約2ｋm
内径：2.4m
掘削工法：シールド

貯留管発進部
取水マンホール②
取水マンホール①

貯
留
管
発
進
部
（
工
事
中
）

取
水
マ
ン
ホ
ー
ル
②

取水マンホール②

大田区石川町
2丁目25付近
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＜作業時間＞
昼間（9時～18時）
夜間（20時～翌5時）
昼夜間（24時間）

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

前期工事

貯留管

防音ハウス

貯留管

シールド工

取水マン

ホール①

取水マン

ホール②

2025年（令和7年） 2026年（令和8年） 2027年（令和9年）2024年（令和6年）

▼工事説明会
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立坑掘削、トンネル接続

▼シールド掘進、トンネル内覆工掘進準備・マシン組立▼

事前調査工

（立坑工事）

（架空線・埋設管移設）

立坑掘削、トンネル接続

②工事スケジュール

家屋調査

防音ハウス改造 ※昼間のみ

（架空線移設）事前調査工
他企業工事

他企業工事

掘進準備▼



用地整備が完了した東調布公園の作業用地に、
トンネルを築造するための立坑の整備中です。

作業用地

現況（イメージ）

立坑完成（イメージ）

③事業の進捗状況

用地整備 立坑工事 貯留管工事
取水マンホール

工事
完了

現在工事中

立坑（貯留管発進部）掘削
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防音ハウス内でマシン組立を行い、防音ハウス改造した後、
貯留管になるトンネルをシールド工法で築造します。

防音ハウス内で
マシン組立

高さ約19mから
約13mに下げる

④今後の工事内容

マシン組立 防音ハウス改造・貯留管設置

貯留管設置
（シールド）
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用地整備 立坑工事 貯留管工事
取水マンホール

工事



貯留管の到達部と中間部に取水マンホールを構築します。

世田谷区

大田区

④今後の工事内容

取水マンホール①

写真A

東玉川小学校

3Dイメージ図

約22m

写真A

取水マンホール①

石川台中学校

呑川

25立坑部

用地整備 立坑工事 貯留管工事
取水マンホール

工事



貯留管の到達部と中間部に取水マンホールを構築します。

④今後の工事内容

写真B 3Dイメージ図

約15m東玉川小学校

呑川

石川台中学校

写真B
26

立坑部

用地整備 立坑工事 貯留管工事
取水マンホール

工事

世田谷区

大田区

取水マンホール②

取水マンホール②
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取水マンホール工事（取水マンホール①・②）

④今後の工事内容

1.立坑寸法より大きめに

掘削し、土留め（ライナー
プレート）を組み立てる

2.最上部のリングを桁材

に固定し、周囲を埋め戻
す

3.掘削、土留め（ライナー

プレート）組み立てを繰り
返し、掘り進める

土留め（ライナープレート）

桁材

補強リング



中原街道 ⇔ 青年館通り ⇔ 貯留管（発進部）※東調布公園内

青年館通り

貯留管（発進部）
※東調布公園内
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④今後の工事内容

中原街道

大型車両進入経路図（貯留管工事）

特殊車両例

クレーン セミトレーラー

＜大型車両通行時間帯＞
貯留管（発進部）東調布公園内：昼間
※特殊車両は諸官庁が指定する通行許可時間



環状八号線・中原街道 ⇔ 区道 ⇔ 取水マンホール①・②
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④今後の工事内容

大型車両進入経路図（取水マンホール工事）

取水マンホール①

取水マンホール②

中原街道

環状八号線

世田谷区道

大田区道

＜大型車両通行時間帯＞
取水人孔（到達部）：昼間
取水人孔（中間部）：夜間
※特殊車両は諸官庁が指定する通行許可時間

特殊車両例
クレーン



トンネル工事の施工にあたっては、ガイドライン等を踏まえ、

安全・安心な施工に関する取組を行います。

⑤安全・安心な施工に関する取り組み

シールドトンネル施工技術検討会・国土交通省
「シールドトンネル工事の安全・安心な施工に関するガイドライン」

（令和3年12月）

＜背景＞
令和2年、
道路事業等のシールドトンネル工事で、地表面に影響を与える
事故が発生

＜目的＞
シールドトンネル工事の更なる安全性の向上と周辺地域の安心
の確保

30



３．周辺の生活環境への配慮

２．施工管理

１．地質調査

⑤安全・安心な施工に関する取り組み

～シールドトンネル工事で考慮すべき主な事項～
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⑤安全・安心な施工に関する取り組み

１．地質調査
トンネル工事の設計や施工計画、施工管理に大きく影響すること
から、地質調査を十分に行うことが重要です。

：土質調査箇所

：追加調査予定

地質調査実施済みの7箇所に加え、
追加で2箇所地質調査を行います。

～シールドトンネル工事で考慮すべき主な事項～
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⑤安全・安心な施工に関する取り組み

２．施工管理
シールド工法では、切羽圧、掘削土砂量、地表面（道路）変位を
適切に管理して施工することが重要です。

シールドマシン（イメージ）

・地盤沈下の原因になる、過剰な土砂掘
削を防止するため、水圧や掘削土砂量を
測るセンサーを常時監視し、適切に管理
して施工を行います。

・地表面（道路）の変位計測を日々行い
地盤沈下の有無を確認します。

圧力計等

～シールドトンネル工事で考慮すべき主な事項～
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⑤安全・安心な施工に関する取り組み

３．周辺の生活環境への配慮
工事に伴う騒音・振動などについては、その抑制対策に取り組み、
併せてモニタリングを行いながら、騒音・振動の低減に努めること
が重要です。

防音ハウスにより、騒音を低減します

工事による最大騒音（想定値）

80ｄB 40ｄB

※夜間の規制基準値：45dB

防音ハウスによる防音効果（想定値）

電車の車内 図書館

～シールドトンネル工事で考慮すべき主な事項～
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・貯留管発進部施工ヤード（東調布公園内）において、
デジタルサイネージ（映像表示装置）を設置し、
工事の情報を発信していきます。

35

⑤安全・安心な施工に関する取り組み



今回の工事では、一定範囲の家屋を対象に、工事の前後で家屋調査を実施
します。
万が一、工事により家屋に被害が生じた場合は、大田区・東京都下水道局・
施工業者で責任を持って適切に対応いたします。
調査範囲外の家屋についても、ご要望があれば調査を行います。
その際は、大田区までご連絡をお願いいたします。
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⑥家屋調査 調査範囲

ご要望があれば

調査を行います
影響角

貯
留
管

家屋調査範囲

約20～35m 約20～35m



工事
施工

家
屋
被
害
等
の
有
無
意
見
徴
収※

3

お
知
ら
せ
配
布※

１

工
事
着
手

工
事
完
了

工
事
後
家
屋
調
査※

４

■身分証明書
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⑥家屋調査 調査手順

工
事
説
明
会

工
事
前
家
屋
調
査※

２



※１「家屋調査のお知らせ」配布

・家屋調査対象範囲に建物

等を所有されている方に、

調査の実施や内容（建物

外部・内部、井戸調査

等）の意向を確認します。

配布予定日：令和7年4月頃

⑥家屋調査
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意向確認用紙例



・本工事着手前、建物等の状態を把握するために事前調査を行います。

・調査は、専門の調査会社が、所有者様（使用者様）の立会いのもと、

写真撮影やスケッチ、測量などの調査を行い、建物等の状態を把握

します。

調査内容例

屋外：壁や塀等の傾斜測定、土間や扉等の状態把握

屋内：柱や床等の傾斜測定、壁や建具等の状態把握

⑥家屋調査
※2 工事前家屋調査

家屋調査状況

イメージ
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※3 家屋被害等の有無意見聴取

・本工事が完了し、地盤の安定を確認後に「工事完了後の家屋

調査回答書」を送付し、事後調査希望の有無を確認いたします。

工事完了後の家屋調査を希望

※４ 工事後家屋調査

・調査を希望した場合、建物等の損傷について事後調査します。

・調査は、専門の調査会社が所有者様（使用者様）の立会いの

もと行います。

・本工事により建物等に損傷が生じたと確認された場合は、

調査結果に基づき、原状回復に要する費用を補償いたします。

※調査を希望しない場合には、事後家屋調査は行いません。。

⑥家屋調査
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家屋調査範囲
貯留管

取水マンホール①

⑥家屋調査

調査範囲

取水マンホール②
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貯留管（発進部）

⑥家屋調査

調査範囲
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家屋調査範囲
貯留管



石川台中学校

東玉川小学校

取水マンホール①

半径150m

井戸調査範囲

取水マンホール②

半径150m

⑥井戸調査

東京都薬液注入工法暫定取扱指針に則り、取水マンホール①、②

から半径150mの範囲について井戸の有無を訪問・調査します。
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３．今後の予定
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世田谷区 大田区

左岸･右岸ルート

右岸上流ルート
(先行着手ルート)

左岸上流ルート

作業用地

(東調布公園)

取水マンホール位置(施工)
取水マンホール位置(計画) 45

全体の整備内容
・東調布公園内で整備中の立坑完成後、「右岸上流ルート（赤）」に着手（今回工事）

・その後、「左岸上流ルート（緑）」 「左岸･右岸ルート（青）」を順次整備予定



全体の工事スケジュール

令和

５年度

令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

令和

９年度

令和

１０～１４年度
備考

東調布公園内

下水道工事

立坑設置工事

貯留管設置工事

（右岸上流ルート）
今回工事

貯留管設置工事

（左岸上流ルート）

貯留管設置工事

(左岸・右岸ルート)

(東調布公園)立坑内

マンホール築造

各取水箇

所で順次

施工

項目

取水マンホール工事

今後詳細

な設計を

実施

公園借用期間は令和14年度ごろまでを予定

完成後、先行して貯留開始



呑川合流改善事業は、

東京都下水道局と大田区との間で

協定を締結し、工事を大田区が

受託しています。

東京都下水道局と大田区の役割

計 画 東京都下水道局

工事の発注 大 田 区
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大成・佐々木・栄伸道路建設工事共同企業体

連絡先： ０３－６３０３－５８２２
こまつ おおにし あおき

担当：小松・大西・青木
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工事の施工についての問合せ先

東京都下水道局 第二基幹施設再構築事務所 設計課

連絡先： ０３－５７８１－８２６５
きたむら ふかや

担当：喜多村・深谷

計画についての問合せ先

大田区 都市基盤整備部 建設工事課 下水道整備担当

連絡先： ０３ー６４３６－８７３０
ふじむら いしはら

担当：藤村・石原

工事についての問合せ先



●安全と周辺環境に十分配慮し

て事業を進めてまいります。

●良好な水環境を創出するため、

何卒、皆様の御理解と御協力

をお願いいたします。
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ご質問される方は、お手数ですが

町名、○○丁目、○○番地、お名前を

おっしゃってから、ご質問をお願いいたします。

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

質疑応答
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